Effects of Emotional Intelligence in coaching of Female Basketball Players by 守屋 志保




大学名    早稲田大学 
研究科名   スポーツ科学研究科 
申請者名   守屋 志保 
学位の種類  博士（スポーツ科学） 
論文題目  女子バスケットボール選手のコーチングにおける情動知能の果たす役割 
ー心理的競技能力との関連性からー 
 
Effects of Emotional Intelligence in coaching of Female Basketball Players 
          -Focus on the Psychological Competitive Ability 
 
論文審査員  主査 早稲田大学教授  福林 徹  博士（医学）（筑波大学） 
       副査 早稲田大学教授  土屋 純  博士（人間科学）（早稲田大学） 
       副査 早稲田大学准教授 岡 浩一郎 博士（人間科学）（早稲田大学） 

























EQS の 9 因子を独立変数，DIPCA.3 の各尺度を従属変数，とした重回帰分析（ステップ
ワイズ法）を行った．大学生上位と下位の両方で「忍耐力」は「自己動機づけ」と正の
関係にあり，「闘争心」は「状況洞察」と正の関係にあった．しかしその他の項目では



















える影響—女子バスケットボールを対象にしてー」としてスポーツ心理学研究 38 巻 1
号（2011）に掲載済みである． 
 一方，長期縦断調査から見た大学生女子バスケットボール選手の強化の過程における
情動知能の変化についての研究は，6 名の選手を対象に 2 シーズン（1 年半）にわたる
5 回のアンケート調査によりなされている．解析結果としてはシーズンごとの短期間で
見た場合，特定の因子にのみ有意な変化が認められたが，比較的長期間で見た場合は，
多様な情動知能に有意な変化が認められた．この結果，失敗や成功などのリーグ戦にお
ける経験だけではなく，シーズンオフ期における過ごし方も，選手の情動知能の変化に
影響を与えていることが示唆された．調査人数は少ないながらも，長期にわたりきちん
とした縦断的な調査ができたことは意義深いことである．可能であれば本研究を事例的
研究として個人ごとにまとめればその情動変化と心理的競技能力，さらには選手の競技
能力面での成長が具体的に記載でき，より興味ある結果を引き出すことができたのでは
ないかと思われる．なお本研究の結果は「長期縦断調査から見た大学女子バスケットボ
ール選手の強化の過程における情動知能の変化」として体育の科学61巻10月号（2011）
に掲載済みである． 
 総合考察の中で著者は「情動知能は心理的競技能力に影響を与えており，カテゴリー
によって，影響を与える因子は異なるため，コーチングの際には，そのつど適切なアプ
ローチをすることが重要であることが示唆された．また，情動知能は，様々な経験を通
して変化していくことから，忍耐強く情動知能にアプローチしていくことが必要である
ことが示唆され，継続して情動知能に関する検討を行っていくことは重要であると考え
られる．」としている．今まで競技現場に携わる者がこのような情動知能や心理的競技
能力について，競技力向上を目指して正面から挑んだ研究は見られない．その意味でも
本研究は貴重な研究であり，今後バスケットボールにおいて競技力向上を目指した心理
面の研究を行う際の，基本になる研究として価値の高い研究であると言える．本研究を
主体的に行った守屋志保氏は，博士（スポーツ科学）の学位を授与するに十分値するもの
と認める。 
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